
（記載例） 

 

肥料登録有効期間更新申請書 

 

 

                                   令和  年  月  日 

 

 青森県知事 三 村 申 吾 殿 

 

                                住 所 青森県○○市◇丁目△番地▽号 

                                氏 名 株式会社松竹梅 代表取締役 鶴亀太郎 

※住所は「登記事項証明書」に掲載されているとおり記載。（省略しない） 

 

 下記により肥料の登録の更新を受けたいので、肥料の品質の確保等に関する法律第 12

条第４項の規定により登録証を添えて有効期間の更新を申請します。 
 

記 
 

１  登録番号 

  青森県第○△◇号 

 

２  登録年月日 

平成○○年△△月◇◇日 

 

３  氏名及び住所 

  株式会社松竹梅 代表取締役 鶴亀太郎 

  青森県○○市◇丁目△番地▽号 

※届出書の右上に記載の内容と同様の内容を記載する。 

 

４  肥料の種類 

  混合有機質肥料 

 

５  肥料の名称 

鶴亀有機鶏ふん肥料 

 

７  保証成分量その他の規格（肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第１条に定める

普通肥料にあつては、含有を許される有害成分の最大量その他の規格 

  保証成分量（％） 窒素全量  ３.０ 

           りん酸全量 ３.０ 

           加里全量  １.０ 

    その他の規格   含有を許される有害成分の最大量及びその他の制限事項は、公定

規格のとおり。 



 

８  生産する事業場の名称及び所在地 

  株式会松竹梅堆肥センター 

  青森県○○市◇丁目□番地□号 

 

９  保管する施設の所在地 

  青森県○○市◇丁目□番地□号 

 

10  肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条各号に掲げる事項 

肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第１号(生産工程の概要)別紙のとおり 

肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第２号 該当なし 

肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第３号 該当なし 

肥料の品質の確保等に関する法律施行規則第４条第４号 該当なし 

 

 

※「その他の規格」の記載方法 

（１）公定規格の｢含有を許される有害成分の最大量(％)｣の欄が空欄で、｢その他の制限事

項｣の欄も空欄の場合 

→「該当なし。｣と記載。 

（２）公定規格の｢含有を許される有害成分の最大量(％)｣の欄で規格が定められ、｢その他

の制限事項｣の欄が空欄の場合 

→ 「含有を許される有害成分の最大量は､公定規格のとおり｡」と記載。 

（３）公定規格の｢含有を許される有害成分の最大量(％)｣の欄が空欄で、｢その他の制限事

項｣の欄で規格が定められている場合 

→ ｢その他の制限事項は､公定規格のとおり｡｣と記載。 

（４）公定規格の｢含有を許される有害成分の最大量(％)｣の欄で規格が定められ、｢その他

の制限事項｣の欄でも規格が定められている場合 

→ ｢含有を許される有害成分の最大量及びその他の制限事項は､公定規格のとおり｡｣

と記載。 



（別紙） 
 

届 出 者 株式会社松竹梅 代表取締役 鶴亀太郎 

肥料の名称（種類） 鶴亀有機鶏ふん肥料（混合有機質肥料） 

 

（１）原材料及び混合割合 

原 材 料 混合割合（％） 

発酵鶏ふん肥料（青森県第◇◇◇号） 加工家きんふん肥料 70 

チキンミール（青森県第△△△号） 肉骨粉 20 

米ぬか  10 

（混合割合は重量割合）   

 

（２）生産工程等（別紙での添付も可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 造粒は、押出成形機を使用。 

 

 

生産数量（見込み） 
月当たり平均生産数量  6 トン  

主 な 生 産 時 期   通年 

（注）生産工程の欄には、原料及び添加材等についても記載し、必要に応じて参考資料や

製造設計書を添付すること。 

造粒（ペレット化） 

パッキング 

製品出荷 

混 合 

米ぬか 

（自社農場で生産） 

発酵鶏ふん肥料 

（青森県第◇◇◇号） 

チキンミール 

（青森県第△△△号） 


